
 

 

平成２４年度成果報告書 

 

 
１．業務の題目 

     

課題研究「科学リテラシーの向上に関する実践的研究」 

 

 

 ２．担当フェロー 

     

星 元紀 

 

 

 ３．当該年度における成果 

 

調査・研究を開始するに当たり，まず，異文化コミュニケーション，生活リスク，科学教育，教 

育行政など，異なる背景を持った少数の共同研究者を選んだ。初年度は，ユニット・メンバー（研

究主幹・フェロー・共同研究者）間の相互理解と基本的知識の共有をめざして，ブレインストーミ

ングを行った。具体的には，項目ｃで述べるように，ユニットのメンバーないしは外部の専門家に

よる講演とそれをめぐる自由討論を中核とした「研究打合せ会」を，ユニットの活動が本格化した

7月より年度末までに 11回行った。また科学技術の智プロジェクト報告書を電子書籍化し、公開し

た。 

 

 「国民の科学リテラシーの向上に関する調査・研究」 

ａ．プロジェクトの総合推進 

本プロジェクトの目指すところは，「21世紀の科学技術リテラシー像～豊かに生きるための智～

プロジェクト」報告書（2008，科学技術振興調整費「科学技術の智プロジェクト」）(以下では「SCJ08

報告」と略称)の基本的な考え方を踏まえ、「21世紀を心豊かに生きるにあたり、『持続可能な民

主的社会』を構築するために万人が共有してほしい」科学リテラシーの向上を図るために必要とな

る具体的施策の基盤を形成することにある。このために、「国民の科学リテラシーの向上に関する

調査・研究」を行うが，科学リテラシーの中でも，最近、特に問題となっている「生活の中のリス

クにかかわる科学リテラシー」を重要課題として，リスク教育及び消費者教育との接続という観点

から調査・研究することとした。 

 

科学リテラシーおよび科学教育をめぐる議論を通じて，先ず，ユニットの活動は次の三点を基

本方針とすることにした。 

ⅰ）学校教育の枠を超えて生涯学習として位置づける 

ⅱ）既存組織の自立的な活動を促す（教員をはじめ、各方面からの積極的な提案を求める） 

ⅲ）科学の暫定性、不確実性、答えなどのない問題への対処につき特に配慮する 

 

   ｂ．国民の科学リテラシーの向上に関する調査・研究 

    本年度は，SCJ08報告の内容を広く普及させるための具体案を策定すること，および生活の中の

リスクにかかわる科学リテラシーの向上が目指すべき方向の2点を中心に調査・研究を行

った。これまでの議論の概略を次のような内容の中間報告として次年度夏までには纏め，

さらなる議論の叩き台とする予定である。 

 

 <中間報告の概略> 

  科学リテラシー，科学コミュニケーションとは何か 

    SCJ08報告はどのように受け止められたか 

  日本の科学教育の変遷と国民の科学リテラシーへの影響 

  日本における科学リテラシーの現状とあり方 



 

 

  3.11．が与えた科学リテラシー，科学コミュニケーションへの影響 

          

     共同研究者 

      大橋 理枝  放送大学准教授   （異文化コミュニケーション） 

      千葉 和義  お茶の水女子大学教授（科学教育） 

      長崎 栄三  静岡大学教授    （教育行政） 

      奈良 由美子 放送大学教授    （生活リスク） 

 

 

   ｃ．研究打合せ会の実施 

 

    本年度実施した研究打合せ会は以下の通りである。 

    第１回 ７月１２日１０－１２時 基本方針・担当分野の検討 

    第２回 ９月 ３日１０－１２時 基本方針・位置づけの検討 

第３回 ９月１９日１０－１２時 基本方針の検討，リスク・安全・安心 

第４回 ９月２１日１０－１５時 科学・教育・文化，リテラシー 

第５回１０月１１日１３－１５時 リスクコミュニケーション 

第６回１０月１２日１０－１２時 21世紀の科学技術リテラシー像プロジェクト， 

生命・ヒト 

第７回１１月 ２日１３－２０時 コミュニケーションと日本 

第８回１２月 ４日１３－１６時 日本の戦後教育の変遷，コンピテンシーとリテラシー 

第９回 １月１８日９.５－１３時 ロボティクスを巡って 

第10回 ３月１８日１３－１９時 科学コミュニケーション，科学リテラシーとは何か 

第11回 ３月２８日 ９－１８時 科学コミュニケーション，科学リテラシーとは何か 

 

   ｄ. 「科学技術の智プロジェクト」報告書の電子書籍化 

    PDFにて公開されていた「21世紀の科学技術リテラシー像～豊かに生きるための智～プロ

ジェクト」報告書（2008，科学技術振興調整費「科学技術の智プロジェクト」）を，近

年著しく利用の増えているスマートフォンやタブレットでも閲覧できるよう，電子書籍

化（mobi,epub）して公開した（http://csc.jst.go.jp/material/s4a.html）。 

    （科学技術の智プロジェクトについて、同プロジェクトの一部門である生命科学専門部会報告書

について、次ページ以降に資料を示す。） 

 

  

http://csc.jst.go.jp/material/s4a.html
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声明「社会との対話に向けて」
日本学術会議、 年 月 日

6(!

 
2. 科学者が社会と対話をすること、特に人類 の将来を担う子どもたち
との対話を通して子どもたちの科学への夢を育てることが重要であ
ると考える。  

3. 人々と科学につい
て語り合うように、全ての科学者に呼び掛ける。 

4.日本学術会議は自ら、科学に対する社会の共感と信頼を醸成するため
に、あらゆる可能な行動を行う。 ! (2004
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